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落
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（
一
）

　

架
蔵
『
紫
式
部
日
記
傍
註
』
一
本
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
。
該
書
は
版
本
。

上
下
二
冊
。
上
下
共
縦
二
五
・
七
糎
、
横
一
八
・
三
糎
。「
紫
式
部
傍
註　

上

（
下
）」
の
題
簽
を
有
す
る
。
柱
に
も
同
様
に
「
紫
式
部
日
記
傍
註　

上
（
下
）」

と
あ
り
、
漢
字
で
丁
数
が
付
さ
れ
る
。
上
巻
の
冒
頭
に
享
保
十
四
年
（
一
七
二

九
）
の
藤
原
隆
美
の
漢
文
の
序
文
、
次
い
で
「
紫
女
系
譜
」
と
し
て
藤
原
良
門

以
来
の
系
図
を
付
す
。
以
下
、『
紫
式
部
日
記
』
の
本
文
に
行
間
の
簡
明
な
傍

注
と
や
や
長
め
の
頭
注
が
付
さ
れ
る
。
本
文
は
概
ね
十
一
行
。
一
行
二
十
二
字

前
後
、
随
所
に
読
点
が
付
さ
れ
る
。
本
文
は
平
仮
名
、
漢
字
交
じ
り
。
傍
注
は

仮
名
に
漢
字
を
充
当
し
た
り
、
登
場
人
物
の
実
名
を
示
し
た
り
、
ご
く
簡
明
な

語
釈
を
付
し
た
も
の
が
多
い
。
上
下
両
巻
共
、
巻
末
に
は
「
後
附
」
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
寛
弘
五
年
（
一
○
○
八
）、
同
七
年
（
一
○
一
○
）
の
藤
原
道
長
以

下
の
官
職
の
補
任
が
記
さ
れ
る
。
上
巻
は
寛
弘
五
年
秋
以
来
の
中
宮
彰
子
の
御

架
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落
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堤つ
つ
み　

　
　
康や
す

　
夫お

（
本
学
兼
任
講
師
）

産
の
件
を
中
心
に
記
し
、
下
巻
は
同
年
十
一
月
二
十
日
の
五
節
舞
姫
の
参
入
以

後
の
出
来
事
を
記
す
。
下
巻
巻
末
に
は
「
後
附
」
に
続
い
て
、「
享
保
巳
酉
年

黄
鐘
中
澣　

壺
井
安
鶴
翁
」
と
し
て
、
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
十
一
月
中

旬
の
日
付
を
付
す
著
者
壺
井
義
知
に
よ
る
漢
文
の
一
文
が
記
さ
れ
る
。
さ
ら
に

続
け
て
、「
後
補
」
と
し
て
、『
本
朝
月
令
』『
続
日
本
紀
』
等
の
諸
文
献
を
引

用
し
つ
つ
、
五
節
舞
姫
に
つ
い
て
考
察
し
た
谷
村
光
義
の
漢
文
交
じ
り
の
一
文

が
記
さ
れ
る
。
こ
れ
に
は
「
享
保
十
四
巳
酉
年
臘
月
下
弦
」
と
あ
り
、
同
じ
享

保
十
四
年
十
二
月
下
旬
の
日
付
が
付
さ
れ
る
。
谷
村
光
義
は
壺
井
義
知
の
門
人

で
石
清
水
八
幡
宮
社
司
、
山
城
国
綴
喜
郡
に
生
ま
れ
、
寛
延
三
年
（
一
七
五
○
）

六
月
十
四
日
、享
年
未
詳
で
没
し
た
。
本
書
の
判
元
は
上
巻
の
裏
表
紙
裏
に「
浪

華
書
肆　

心
斎
橋
南
三
丁
目　

吉
文
字
屋
市
兵
衛
版
」
と
あ
る
。
下
巻
の
裏
表

紙
裏
に
は
「
寛
政
訂
正
改
之　

吉
文
字
屋
市
兵
衛
板
」
と
あ
り
、
大
坂
の
吉
文

字
屋
市
兵
衛
が
寛
政
年
間
に
再
刻
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
上
下
巻
共
、
見
返

し
・
裏
表
紙
裏
に
「
経
典
読
法
早
指
南
」「
医
療
衆
方
規
矩
大
成
」「
女
用
手
引
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草
」
な
ど
の
蔵
板
目
録
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

本
書
の
著
者
は
江
戸
時
代
中
期
の
国
学
者
、
壺
井
義
知
で
あ
る
。
義
知
は
明

暦
三
年
（
一
六
五
七
）
二
月
九
日
、
河
内
国
河
内
郡
辻
子
村
の
三
池
道
意
の
男

と
し
て
生
ま
れ
た
。
初
名
は
韶
政
、通
称
安
左
衛
門
、字
は
子
安
、鶴
翁
・
鶴
寿
、

温
古
軒
な
ど
と
号
し
た
。
壺
井
は
母
方
の
姓
で
あ
る
。
平
田
内
匠
の
門
人
と
し

て
官
職
の
学
を
学
ん
だ
が
、
後
、
師
の
も
と
を
離
れ
て
独
学
に
転
じ
た
。
官
職
・

有
職
の
研
究
に
優
れ
、
本
書
以
外
に
も
『
官
職
浮
説
或
問
』（
宝
永
六
年　

一

七
○
九
）・『
装
束
要
領
抄
』（
正
徳
六
年　

一
七
一
六
刊
）・『
職
原
抄
弁
疑
私
考
』

（
享
保
三
年　

一
七
一
八
刊
）・『
文
飾
推
談
』（
享
保
十
三
年　

一
七
二
八
）・『
源

氏
官
職
故
実
秘
抄
』
な
ど
が
あ
る
。
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
十
月
二
十
四

日
、
七
十
九
歳
で
没
し
た
。

　

本
書
に
は
上
下
巻
共
、
第
一
丁
表
の
上
欄
に
「
落
合
氏
蔵
」
と
あ
る
二
・
八

糎
四
方
の
正
方
形
の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
る
。
ま
た
上
巻
に
二
二
三
個
所
、
下
巻

に
一
一
九
個
所
、
計
三
四
二
個
所
に
及
ぶ
朱
字
の
書
き
入
れ
が
見
ら
れ
る
が
、

そ
の
内
上
巻
に
三
九
個
所
、
下
巻
に
一
個
所
、
計
四
○
個
所
の
注
記
末
に
「
直

文
」
の
名
が
記
さ
れ
る
。
本
書
の
旧
蔵
者
が
明
治
時
代
の
歌
人
に
し
て
国
文
学

者
、
落
合
直
文
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
、
同
姓
同
名
の
異
人
で
な

い
こ
と
は
、
下
巻
裏
表
紙
裏
に
十
二
行
の
罫
が
朱
で
刷
ら
れ
、
上
欄
に
右
か
ら

左
へ
横
書
き
で
「
國
學
院
」
と
印
刷
さ
れ
た
便
箋
に
、
墨
書
で
「
試
験
日
時
割

　

廿
一
日　

金
曜
日　

午
前
十
時
よ
り
十
二
時
ま
で　

源
語　

紫
記　

三
年
級

　

廿
四
日　

月
曜
日　

午
前
九
時
よ
り
十
一
時
ま
で　

源
語　

大
鏡　

二
年
級

　

落
合
講
師
殿
」
と
記
さ
れ
た
書
類
が
添
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で

あ
る
。
ま
た
、
下
巻
に
は
縦
七
糎
・
横
五
・
三
糎
で
、「
入
學
試
業
監
督
員
心

得　

當
日
午
前
六
時
半
出
校　

當
日
試
業
時
、
試
験
用
紙
、
出
欠
簿
、
及
問
題

ヲ
左
の
略
圖
ノ
例
ノ
如
ク
番
號
」
と
あ
る
紙
片
が
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の

紙
片
の
以
下
の
部
分
は
切
断
さ
れ
て
現
存
し
な
い
。
試
験
時
間
割
・
入
学
試
験

監
督
の
要
項
の
一
部
か
ら
み
て
も
、
本
書
の
旧
蔵
者
が
歌
人
、
国
文
学
者
、
そ

し
て
草
創
期
の
國
學
院
講
師
で
あ
っ
た
落
合
直
文
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。

　

前
掲
「
試
験
日
時
割
」
の
「
廿
一
日　

金
曜
日
」
の
項
に
み
え
る
「
紫
記
」

は
『
紫
式
部
日
記
』
の
略
で
ろ
う
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
本
書
『
紫
式
部
日
記

傍
註
』
は
落
合
直
文
が
あ
る
年
度
、
当
時
の
皇
典
講
究
所
が
設
立
し
た
國
學
院

の
三
年
級
で
『
紫
式
部
日
記
』
を
講
じ
た
際
の
書
き
込
み
、
い
わ
ば
講
義
台
本

で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
本
書
の
書
き
込
み
を
分
析
・
調

査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
落
合
直
文
講
師
の
草
創
期
の
國
學
院
に
お
け
る
講
義

の
一
端
を
復
元
、
解
明
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
（
二
）

　

落
合
直
文
は
江
戸
時
代
末
期
の
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）、
陸
奥
国
本
吉
郡

北
方
松
崎
村
片
浜
（
現
宮
城
県
気
仙
沼
市
）
に
父
鮎
貝
盛
房
、
母
俊
の
次
男
と

し
て
生
ま
れ
た
。
戸
籍
名
亀
次
郎
、
は
じ
め
盛
光
と
称
し
た
が
、
明
治
十
九
年
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（
一
八
八
六
）、直
文
と
改
名
し
、萩
の
家
と
号
し
た
。
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）、

宮
城
中
教
院
統
督
落
合
直
亮
の
養
子
と
な
っ
た
。
明
治
十
五
年
九
月
、
東
京
帝

国
大
学
古
典
講
習
科
に
第
一
期
生
と
し
て
入
学
し
た
が
、十
七
年（
一
八
八
四
）、

東
京
麻
布
歩
兵
第
一
連
隊
入
隊
の
た
め
退
学
し
た
。
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八

八
）、
皇
典
講
究
所
の
教
師
と
な
っ
た
。
同
年
二
月
か
ら
翌
年
八
月
に
か
け
て

「
東
洋
学
会
雑
誌
」
に
「
孝
女
白
菊
の
歌
」
を
発
表
し
、
教
育
、
創
作
の
活
動

を
本
格
化
し
た
。
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）、
森
鷗
外
ら
と
新
声
社
を
結

成
し
、『
於
母
影
』
を
発
行
。
さ
ら
に
雑
誌
「
し
が
ら
み
草
紙
」
の
創
刊
に
も

加
わ
っ
た
。
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
○
）、
皇
典
講
究
所
が
設
立
し
た
國
學

院
の
講
師
・
学
監
補
と
な
り
、没
年
ま
で
勤
め
た
。明
治
二
十
五
年（
一
八
九
二
）、

高
崎
正
風
ら
と
斯
文
会
を
結
成
し
、
雑
誌
「
歌
学
」
創
刊
号
に
お
い
て
、
短
歌

革
新
の
意
図
を
示
し
た
。
翌
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）、
短
歌
結
社
あ
さ
香
社

を
設
立
し
、
短
歌
革
新
に
大
き
く
踏
み
出
し
た
。
門
人
に
金
子
薫
園
、
尾
上
柴

舟
、
大
町
桂
月
、
与
謝
野
鉄
幹
ら
が
い
る
。
こ
の
間
、
第
一
高
等
中
学
校
、
東

京
専
門
学
校
（
現
早
稲
田
大
学
）、
跡
見
女
学
校
な
ど
の
教
師
・
講
師
を
歴
任

し
た
。
主
著
に
『
日
本
大
文
典
』『
大
鏡
詳
解
』『
中
等
国
文
読
本
』
な
ど
が
あ

る
。
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）、
糖
尿
病
に
罹
り
、
翌
三
十
二
年
（
一
八

九
九
）
か
ら
三
十
五
年
（
一
九
○
二
）
に
か
け
て
、
各
地
で
の
転
地
療
養
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
。
三
十
六
年
（
一
九
○
三
）、
病
勢
が
悪
化
し
、
十
二
月
十
六

日
、午
前
八
時
二
十
分
、東
京
浅
嘉
町
の
自
宅
で
死
去
し
た
。
享
年
四
十
二
歳
。

青
山
霊
園
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
た
。

　

落
合
が
國
學
院
の
講
師
と
し
て
在
職
し
た
の
は
明
治
二
十
三
年（
一
八
九
○
）

か
ら
没
す
る
三
十
六
年
（
一
九
○
三
）
ま
で
の
間
で
あ
る
か
ら
、
架
蔵
『
紫
式

部
日
記
傍
註
』
が
國
學
院
に
お
け
る
講
義
台
本
で
あ
る
と
し
た
ら
、
当
然
、
本

書
の
書
き
込
み
も
こ
の
間
に
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
間
の

落
合
の
担
当
科
目
及
び
教
材
と
し
た
作
品
名
を
國
學
院
大
學
校
史
学
術
資
産
研

究
セ
ン
タ
ー
、
及
び
教
務
課
に
お
尋
ね
し
た
と
こ
ろ
、
当
該
年
間
の
シ
ラ
バ
ス

そ
の
他
の
資
料
は
現
存
し
て
い
な
い
と
の
解
答
を
得
た
。
そ
こ
で
『
國
學
院
大

學
百
年
史（

１
）』

を
検
し
て
み
る
と
、
部
分
的
な
が
ら
、
明
治
二
十
六
年
・
明
治
三

十
年
・
明
治
三
十
六
年
の
各
学
年
の
学
科
目
及
び
担
当
者
の
一
覧
が
掲
載
さ
れ

て
い
た
。
こ
の
内
、
本
書
下
巻
の
裏
表
紙
裏
に
添
付
さ
れ
た
「
試
験
日
時
割
」

に
従
い
、
落
合
直
文
講
師
が
二
年
級
で
『
源
氏
物
語
』
と
『
大
鏡
』、
三
年
級

で
『
源
氏
物
語
』
と
『
紫
式
部
日
記
』
を
担
当
し
て
い
る
年
度
が
な
い
か
調
べ

て
み
た
と
こ
ろ
、
明
治
二
十
六
年
に
は
二
年
級
の
『
源
氏
物
語
』
は
担
当
し
て

い
る
が
、
二
年
級
の
も
う
一
科
目
は
『
大
鏡
』
で
は
な
く
『
増
鏡
』
で
あ
り
、

三
年
級
の
『
源
氏
物
語
』
も
落
合
で
は
な
く
、
本
居
豊
穎
が
担
当
し
て
い
る
。

明
治
三
十
六
年
は
二
年
級
の
『
大
鏡
』、
三
年
級
の
『
源
氏
物
語
』
は
担
当
し

て
い
る
が
、
二
年
級
の
『
源
氏
物
語
』
は
開
講
す
ら
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に

対
し
、
明
治
三
十
年
に
は
落
合
直
文
講
師
は
二
年
級
の
『
源
氏
物
語
』
と
『
大

鏡
』、
三
年
級
の
『
源
氏
物
語
』
を
担
当
し
て
い
る
。
三
年
級
で
『
紫
式
部
日

記
』
を
講
じ
た
と
い
う
記
録
は
み
え
な
い
が
、
同
年
、
落
合
が
担
当
し
た
三
年

級
の
「
作
歌
」
に
は
作
品
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
あ
る
い
は
『
紫
式
部
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日
記
』
は
こ
の
三
年
級
の
「
作
歌
」
の
教
材
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。『
國

學
院
大
學
百
年
史
』
の
表
か
ら
考
察
す
る
に
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
落
合
が
『
紫

式
部
日
記
』
を
講
じ
た
可
能
性
が
最
も
高
い
の
は
明
治
三
十
年
と
い
え
る
よ
う

に
思
う（

２
）。

　

次
に
「
試
験
日
時
割
」
に
み
え
る
「
廿
一
日　

金
曜
日　
　

廿
四
日　

月
曜

日
」
と
い
う
日
付
か
ら
推
測
し
て
み
た
い
。
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
○
）、

國
學
院
設
立
時
に
制
定
さ
れ
た
「
國
學
院
規
則
」
に
よ
れ
ば
、そ
の
第
三
章
「
学

年
、
学
期
、
休
業
」
の
第
五
条
に
、「
学
年
ハ
九
月
十
一
日
ニ
始
リ
、
翌
年
七

月
十
日
ニ
終
ル
」
と
あ
る（

３
）。「

試
験
日
時
割
」
の
「
試
験
」
が
学
年
末
の
成
績

認
定
の
試
験
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
実
施
は
学
年
終
了
に
先
立
つ
六
月
に
行
わ

れ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
第
七
条
、
年
中
休
業
日
の
規
定
に
よ
る

と
、
夏
季
休
業
は
「
自
七
月
十
一
日
至
九
月
十
日
」
で
あ
る
か
ら
、
夏
季
休
業

中
に
試
験
が
行
わ
れ
た
可
能
性
は
あ
ま
り
高
い
と
は
い
え
ま
い
。
で
は
、
先
程

検
討
し
た
明
治
三
十
年
九
月
始
業
の
年
度
末
、
す
な
わ
ち
明
治
三
十
一
年
六
月

二
十
一
日
と
二
十
四
日
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
明
治
三
十
一
年
六

月
二
十
一
日
は
火
曜
日
、
二
十
四
日
は
金
曜
日
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
金
曜
日
、

月
曜
日
に
は
該
当
し
な
い
。
そ
の
一
方
、
明
治
三
十
一
年
十
月
は
二
十
一
日
が

金
曜
日
、
二
十
四
日
が
月
曜
日
で
あ
る
。
学
年
が
変
わ
っ
て
三
週
間
も
た
っ
て

か
ら
前
年
度
の
成
績
認
定
試
験
が
行
わ
れ
る
の
は
、
現
在
の
感
覚
か
ら
い
え
ば

妙
で
あ
る
が
、
何
分
当
時
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
絶
対
に
あ
り
得
な
い
と
も
断

じ
難
い
。
な
お
、
今
日
的
な
思
考
か
ら
す
れ
ば
、
最
も
成
績
認
定
試
験
を
行
う

に
相
応
し
い
六
月
二
十
一
日
が
金
曜
日
、
二
十
四
日
が
月
曜
日
に
あ
た
る
の
は

明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
と
三
十
四
年
（
一
九
○
一
）
で
あ
る
。
こ
の
両

年
度
の
落
合
講
師
の
担
当
科
目
及
び
教
材
が
不
明
で
あ
る
た
め
何
と
も
言
え
な

い
が
、
落
合
の
『
紫
式
部
日
記
』
の
講
義
が
行
わ
れ
た
の
は
、
一
応
、
明
治
三

十
年
を
第
一
候
補
に
、
明
治
二
十
八
年
と
三
十
四
年
の
可
能
性
を
留
保
し
て
お

き
た
い
。

　
　
　
（
三
）

　

次
に
本
書
に
朱
字
で
書
き
込
ま
れ
た
注
記
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
本
書
の

書
込
注
は
そ
の
末
尾
に
直
文
の
署
名
の
あ
る
四
十
項
目
の
注
記
、
そ
れ
以
外
の

無
記
名
の
注
記
、
共
に
朱
筆
で
一
筆
で
あ
る（

４
）。
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
先
行
諸
注

を
批
判
し
た
り
、
独
自
の
解
釈
を
施
し
て
い
る
個
所
に
は
、
直
文
注
が
多
い
よ

う
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
直
文
注
は
や
や
長
文
に
わ
た
る
も
の
が
多
く
、
頭
注

と
し
て
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
で
は
初
め
に
、
直
文
注
四
十
項
目
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
。

　

ま
ず
、
直
文
注
の
本
書
全
体
に
お
け
る
分
布
を
確
認
し
た
い
。

　
　
（
一
）　

土
御
門
殿
の
様
子　
　
　
　
　
　

三
項
目

　
　
（
二
）　

若
宮
誕
生　
　
　
　
　
　
　
　

一
四
項
目

　
　
（
三
）　

若
宮
誕
生
後
の
儀
式　
　
　
　

一
○
項
目

　
　
（
四
）　

一
条
帝
土
御
門
殿
行
幸　
　
　
　

四
項
目
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（
五
）　

そ
の
後
の
土
御
門
殿
の
様
子　
　

八
項
目

　
　
（
六
）　

五
節
舞
姫
参
入
以
後　
　
　
　
　

一
項
目

　

直
文
注
四
○
項
目
中
、
一
四
項
目
の
注
記
が
若
宮
誕
生
の
件
に
、
一
〇
項
目

の
注
記
が
若
宮
誕
生
後
の
儀
式
の
件
に
費
や
さ
れ
て
い
る
。
両
者
を
併
せ
る
と

二
十
四
項
目
で
あ
り
、こ
れ
は
直
文
注
全
体
の
六
○
％
を
占
め
る
数
値
で
あ
る
。

本
書
が
落
合
の
國
學
院
に
お
け
る
講
義
台
本
だ
と
す
れ
ば
、
落
合
の
講
義
の
中

心
が
若
宮
誕
生
と
そ
の
後
の
儀
式
の
件
に
あ
っ
た
可
能
性
は
極
め
て
高
い
。

　

以
下
、
直
文
注
の
内
容
を
具
体
的
に
検
討
し
た
い
。

こ
ち
た
き
が　
「
が
」
は
「
な
ど
」
な
ど
の
あ
や
ま
り
な
ら
む
。
直
文（

５
）

　

若
宮
誕
生
後
の
、
一
条
天
皇
の
土
御
門
殿
行
幸
に
際
し
て
の
女
房
た
ち
の
様

子
を
描
く
中
で
、
年
若
い
女
房
た
ち
の
髪
が
豊
か
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
個
所

で
あ
る
。
落
合
は
助
詞
の
「
が
」
は
こ
の
個
所
に
は
不
適
当
で
あ
る
か
ら
、「
な

ど
」
等
に
改
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
説
く
。
格
助
詞
「
が
」
は
本
来
は
連
体
格

や
同
格
の
格
助
詞
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
ど
ち
ら
で
も
な
い
。
も
ち
ろ
ん

『
紫
式
部
日
記
』
の
時
代
に
は
主
格
の
格
助
詞
「
が
」
も
用
い
ら
れ
て
は
い
る

か
ら
、
こ
こ
で
は
本
文
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
が
」
を
主
格
の
格
助
詞
「
が
」

と
解
し
て
も
問
題
は
な
か
ろ
う
が
、
國
學
院
に
お
い
て
「
文
法
」
も
担
当
し
て

お
り
、
助
詞
の
用
法
に
つ
い
て
も
い
く
つ
か
の
文
章
を
遺
し
て
い
る
落
合
と
し

て
は
、
こ
の
「
が
」
を
主
格
の
格
助
詞
と
解
す
る
こ
と
に
異
存
が
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い（

６
）。

　

文
法
に
関
す
る
注
記
に
つ
い
て
、
も
う
一
例
掲
げ
る
。

う
ら
や
ま
し
く
や
あ
ら
ん
と　
「
と
」
と
い
ふ
助
辞
は
衍
か
。
外
跡
に
よ

り
て
、「
見
い
だ
し
つ
ゝ
ゐ
た
り
」
と
よ
ま
せ
た
る
は
考
理
也
。
直
文

　

又
考
ふ
る
に
、「
見
出
し
つ
ゝ
ゐ
た
り
」
は
、
式
部
な
ど
が
地
よ
り

見
い
だ
し
つ
ゝ
居
た
る
意
か
。
さ
ら
ば
「
と
」
文
字
も
必
要
な
ら
む
。

猶
考
ふ
べ
く
な
む
。
直
文

　

落
合
は
は
じ
め
は
「
と
」
文
字
を
衍
字
と
解
し
た
が
、
再
考
の
上
、
結
論
を

保
留
し
て
い
る
。
即
断
を
避
け
、
慎
重
に
考
究
し
て
い
る
姿
勢
が
う
か
が
わ

れ
る
。

　

同
様
に
落
合
が
本
文
の
誤
謬
を
指
摘
し
、
補
正
を
提
言
し
て
い
る
例
を
掲

げ
る
。又

の
日　
「
又
の
日
」
は
「
こ
の
日
」
な
ど
の
あ
や
ま
り
に
は
あ
ら
ざ
る

べ
き
か
。
直
文

　

若
宮
の
家
司
定
め
の
日
付
に
関
す
る
注
記
で
あ
る
。
た
し
か
に
落
合
が
底
本

と
し
た
壺
井
義
知
の
『
紫
式
部
日
記
傍
註
』
の
当
該
個
所
の
本
文
に
は
「
又
の

日
」
と
あ
る
が
、そ
れ
で
は
家
司
定
め
が
若
宮
初
削
ぎ
の
十
月
十
七
日
の
翌
日
、

十
月
十
八
日
に
な
っ
て
し
ま
い
、
史
実
と
矛
盾
し
て
し
ま
う
。
落
合
は
「
又
の

日
」
を
「
こ
の
日
」
に
改
め
る
こ
と
を
提
示
し
て
い
る
が
、
現
在
用
い
ら
れ
て

い
る
『
紫
式
部
日
記
』
も
落
合
の
指
摘
と
ほ
ぼ
同
様
に
、「
又
の
日
」
で
は
な
く
、

「
又
そ
の
日
」
と
あ
る
本
文
を
採
用
し
て
い
る（

７
）。
落
合
の
卓
見
が
知
ら
れ
る
。

け
ふ
ぞ
は
じ
め
て
そ
ひ
奉
ら
せ
給　
「
今
日
ぞ
は
じ
め
て
そ
ひ
奉
ら
せ
給

ふ
」
と
の
文
は
、「
宮
の
方
に
入
ら
せ
給
」
な
ど
の
下
に
あ
り
し
が
、
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錯
乱
せ
る
な
る
べ
し
。
直
文

　
　

十
月
十
七
日
の
若
宮
初
剃
ぎ
の
記
事
で
あ
る
。
落
合
は
『
紫
式
部
日
記
』

本
文
の
錯
乱
を
指
摘
し
て
い
る
。
同
じ
個
所
に
つ
い
て
、
清
水
宣
昭
の
『
紫
式

部
日
記
釈
』
に
は
、
以
下
の
注
記
が
み
ら
れ
る（

８
）。

中
宮
の
御
産
後
、
は
じ
め
て
、
帝
に
そ
ひ
奉
ら
せ
給
ふ
御
こ
と
な
り
。
さ

れ
ど
、「
又
の
あ
し
た
云
々
」
と
い
ひ
て
、
こ
ゝ
に
か
く
か
け
る
は
、
ま

ぎ
ら
は
し
く
、
文
の
つ
い
で
た
が
へ
る
や
う
な
れ
ど
、
か
ゝ
る
書
ざ
ま
、

前
に
も
あ
り
て
、
其
所
々
に
委
し
く
い
へ
り
。
さ
れ
ば
、
次
の
語
に
、「
又

の
日
」
と
も
、
ま
た
い
へ
る
を
や
。

　

落
合
同
様
、『
釈
』
も
『
紫
式
部
日
記
』
本
文
の
紛
ら
わ
し
さ
を
指
摘
し
な

が
ら
も
、
こ
ち
ら
は
こ
れ
が
紫
式
部
の
筆
法
で
あ
る
と
し
て
、
補
正
を
求
め
て

は
い
な
い
。
な
お
落
合
も
『
釈
』
も
こ
の
個
所
の
本
文
を
「
添
ひ
」
と
し
て
、

中
宮
が
産
後
初
め
て
一
条
天
皇
と
添
っ
た
と
解
し
て
い
る
が
、現
行
諸
本
は「
剃

い
」
と
読
み
、「
剃
ぎ
」
の
イ
音
便
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
。

　

直
文
注
四
十
項
目
の
中
に
、
こ
う
し
た
本
文
の
誤
謬
を
指
摘
し
、
補
正
を
提

言
す
る
注
記
は
極
め
て
多
く
、
二
十
二
項
目
を
数
え
る
。
な
お
、
こ
の
内
、
前

掲
「
こ
ち
た
き
が
」
の
例
の
様
に
文
法
に
関
わ
る
指
摘
は
五
例
み
ら
れ
る
。

　

落
合
が
誤
謬
を
指
摘
す
る
の
は
『
紫
式
部
日
記
』
の
本
文
に
限
ら
な
い
。
以

下
は
先
行
す
る
諸
見
解
に
対
す
る
反
論
の
例
で
あ
る
。

お
ひ
の
ご
ひ
す
て
給
へ
と　
「
お
い
の
ご
ひ
」は
老
を
拭
ひ
す
つ
る
也
。「
お

し
の
ご
ひ
」
の
音
便
と
い
ふ
説
は
わ
る
し
。
直
文

　

九
月
九
日
、
菊
の
着
せ
綿
が
贈
ら
れ
た
際
の
中
宮
か
ら
の
伝
言
の
一
節
で
あ

る
。
落
合
は
当
該
個
所
を
「
押
し
拭
い
」
の
イ
音
便
と
解
す
る
先
行
説
を
「
わ

る
し
」
と
断
じ
て
い
る
。
落
合
の
批
判
精
神
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

先
行
説
批
判
の
例
を
、
も
う
一
例
掲
げ
る
。

い
と
や
す
げ
な
し
か
し
と　
「
い
と
や
す
げ
な
し
」
は
、
不
愍
に
お
も
ふ

さ
ま
あ
る
べ
し
。
注
釈
の
説
は
い
か
ゞ
あ
ら
む
。
直
文

　

一
条
天
皇
の
土
御
門
殿
行
幸
に
際
し
て
の
駕
輿
丁
の
苦
し
げ
な
様
子
に
つ
い

て
の
注
記
で
あ
る
。
落
合
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
て
い
る
「
注
釈
」
が
何
で
あ
る

か
、
今
ひ
と
つ
明
確
で
は
な
い
が
、
当
該
個
所
に
注
を
付
し
て
い
る
の
は
『
釈
』

の
み
で
あ
る
か
ら
、
試
み
に
『
釈
』
を
掲
げ
る
。

こ
の
あ
た
り
の
文
は
、
こ
と
〴
〵
し
き
高
位
高
官
の
、
く
る
し
き
ま
じ
ら

ひ
も
、
身
の
分
限
の
か
ぎ
り
あ
る
に
よ
れ
る
に
、
こ
の
駕
輿
丁
ど
も
の
、

さ
る
い
や
し
き
身
の
ほ
ど
な
が
ら
、
か
く
す
る
さ
ま
の
、
く
る
し
げ
に
や

す
け
な
し
と
見
る
と
な
り
。

　

落
合
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
る
注
記
で
も
な
さ
そ
う
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
落

合
は
駕
輿
丁
に
寄
せ
る
作
者
の
心
情
ま
で
踏
み
込
ん
で
解
釈
す
べ
き
で
あ
り
、

そ
う
し
た
作
者
の
内
面
に
触
れ
よ
う
と
し
な
い
『
釈
』
の
加
注
態
度
に
不
満
を

表
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
ら
に
い
く
つ
か
、
直
文
注
を
検
討
し
た
い
。

か
り
う
つ
し
か
ぎ
り
な
く　
「
か
り
う
つ
し
」
は
よ
り
ま
し
と
て
、
病
人

な
ど
の
代
に
人
を
定
め
お
き
、
そ
の
人
に
も
の
ゝ
け
の
つ
く
や
う
に
す
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る
こ
と
也
。「
か
り
」
は
本
人
の
も
の
ゝ
け
を
騙
引
つ
れ
ば
、
そ
を
よ

り
ま
し
に
う
つ
し
つ
か
は
し
た
る
也
。
直
文

　

若
宮
出
産
前
の
物
の
怪
調
伏
の
一
節
に
関
す
る
注
記
で
あ
り
、「
か
り
う
つ

し
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
の
語
釈
で
あ
る
。
語
義
の
説
明
は
講
義
の
基
本
中
の

基
本
で
あ
ろ
う
。

か
し
こ
か
り
し　
「
か
し
こ
か
り
し
」
は
、
俗
に
上
出
来
な
ど
い
ふ
に
お

な
じ
。
直
文

　

九
月
十
一
日
暁
の
加
持
に
際
し
て
の
女
房
た
ち
の
様
子
を
描
い
た
一
節
で
あ

る
。
俗
語
訳
も
口
頭
で
通
釈
し
て
ゆ
く
際
に
は
極
め
て
有
効
な
方
法
で
あ
り
、

い
か
に
も
教
場
で
の
講
義
の
様
が
思
わ
れ
る
注
記
で
あ
る
。

　

以
下
の
三
例
は
九
月
九
日
の
夜
か
ら
十
日
に
か
け
て
、
安
産
祈
願
の
加
持
が

行
わ
れ
る
件
で
あ
る
。

ひ
と
り
の
た
き
も
の　
こ
が
れ
は
、
前
の
た
き
も
の
あ
は
せ
は
、
中
宮
の

せ
く
れ
た
る
也
。
直
文

御
か
ぢ
ど
も
ゝ
ま
い
る　
こ
ゝ
は
御
加
持
共
も
ま
い
る
か
た
な
り
。
こ
ゝ

に
居
て
は
さ
は
が
し
き
こ
ゝ
ち
し
て
い
り
ぬ
の
御
思
也
。
御
祈
祷
を
す

る
も
の
な
ど
の
ま
ゐ
る
外
面
の
近
く
に
出
で
給
へ
り
と
と
け
る
は
よ
ろ

し
か
ら
ず
。　

直
文

御
び
や
う
ぶ
ひ
と
よ
ろ
ひ
を　
屏
風
ひ
と
よ
ろ
ひ
を
の
下
は
、
三
様
に
よ

ま
る
べ
し
。
即
ち
一
、
ひ
き
、
局
々
口
に
は
。
二
、
ひ
き
つ
ぼ
ね
、
局

口
に
は
。
三
、
ひ
き
つ
ぼ
ね
〳
〵
、
口
に
は
。
大
か
た
は
二
の
よ
み
か

た
に
従
へ
ど
、
お
の
れ
の
説
は
三
な
り
。
さ
な
く
ば
、
よ
り
ま
し
を
一

人
づ
ゝ
別
々
に
い
れ
た
る
事
、
あ
き
ら
か
な
ら
ざ
ら
む
。
直
文

　
「
ひ
と
り
の
た
き
も
の
」
は
前
に
薫
香
を
乗
せ
て
く
れ
た
の
が
中
宮
彰
子
で

あ
っ
た
こ
と
を
記
す
。
本
文
中
に
明
示
さ
れ
て
い
な
い
事
象
を
文
脈
か
ら
読
解

し
た
、
い
わ
ば
本
文
解
釈
に
属
す
る
注
記
で
あ
る
。「
御
か
ぢ
ど
も
ゝ
ま
い
る
」

も
同
様
の
本
文
解
釈
の
注
記
で
あ
る
が
、
自
説
と
は
別
の
解
釈
も
挙
げ
て
批
判

し
て
い
る
。
落
合
の
先
行
す
る
他
説
に
盲
従
せ
ず
、
批
判
精
神
を
も
っ
て
解
釈

に
臨
む
姿
勢
が
看
取
さ
れ
る
。「
御
び
や
う
ぶ
ひ
と
よ
ろ
ひ
を
」
は
本
文
の
区

切
り
を
三
通
り
示
し
、
そ
の
中
か
ら
自
説
を
示
し
て
い
る
。
一
面
的
に
即
断
せ

ず
、
慎
重
に
解
釈
を
進
め
る
姿
勢
が
読
み
取
れ
る
注
記
で
あ
る
。
解
釈
の
内
容

の
当
否
は
さ
て
置
き
、
解
釈
に
臨
む
落
合
の
態
度
が
知
ら
れ
る
。

い
ま
一
ざ
に
ゐ
た
る
人
　々
「
い
ま
」、「
今
」
に
て
、
副
詞
也
。
更
に
こ

の
そ
う
な
ど
の
こ
ゝ
ろ
也
。
直
文

　

同
じ
く
十
一
日
の
加
持
の
記
事
の
一
節
で
あ
る
。「
い
ま
」
が
副
詞
で
あ
る

と
い
う
文
法
に
関
す
る
注
記
で
あ
る
。
文
法
的
な
指
摘
も
講
義
の
際
に
は
必
ず

行
わ
れ
よ
う
。

い
か
に
い
か
　ゞ

い
か
に
も
の
「
い
か
」
に
も
、
い
か
ゞ
の
「
い
か
」
に

も
、
五
十
日
と
い
ふ
も
の
を
き
か
せ
た
る
也
。
直
文

　

若
宮
五
十
日
の
祝
い
に
作
者
が
詠
ん
だ
和
歌
の
掛
詞
の
技
巧
の
解
説
で
あ

る
。
い
か
に
も
歌
人
落
合
直
文
ら
し
い
注
記
で
あ
り
、
本
書
が
國
學
院
に
お
け

る
作
歌
の
講
義
の
教
材
で
あ
っ
た
と
す
る
推
測
に
も
合
致
す
る
。
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む
ろ
ん
、
直
文
注
の
全
て
が
正
鵠
を
射
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
誤
読
、
誤

解
の
例
も
ま
ま
見
ら
れ
る
。
一
例
を
掲
げ
る
。

僧
正
ぎ
や
う
て
ふ
そ
う
づ
ほ
う
む
そ
う
づ
な
ど　
余
慶
僧
正
、
ぎ
や
う
て

ふ
僧
都
、
ほ
う
む
僧
都
と
あ
り
し
も
の
な
る
べ
し
。
か
く
て
ほ
う
む
も

事
務
を
と
り
あ
つ
か
ふ
ほ
う
む
な
ら
で
、
僧
都
の
名
な
る
べ
し
。
さ
な

く
ば
名
の
あ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
名
の
な
き
と
こ
ろ
も
あ
り
て
、
文
を

な
さ
ゞ
る
が
ご
と
し
。
直
文

　

落
合
は
「
ほ
う
む
」
は
法
務
で
は
な
く
、
僧
の
名
で
あ
る
と
説
く
。
落
合
は

そ
の
根
拠
と
し
て
、
余
慶
僧
正
、
ぎ
や
う
て
ふ
僧
都
と
僧
の
名
が
並
ん
で
い
る

の
だ
か
ら
、「
ほ
う
む
」
も
僧
の
名
で
な
け
れ
ば
バ
ラ
ン
ス
を
欠
く
と
説
く
の

で
あ
る
。
し
か
し
、『
紫
式
部
日
記
傍
註
』
の
本
文
に
は
、「
僧
正
ぎ
や
う
て
ふ

そ
う
づ
ほ
う
む
そ
う
づ
」
と
あ
り
、
余
慶
の
名
は
み
え
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

僧
の
名
が
並
ん
で
い
る
べ
き
で
あ
る
と
説
く
落
合
の
説
は
説
得
力
を
欠
く
。
こ

こ
は
道
長
室
倫
子
の
兄
済
信
が
東
寺
の
権
法
務
を
務
め
て
い
る
か
ら
「
法
務
僧

都
」
で
あ
り
、
僧
の
職
名
と
解
く
の
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
落
合
の
誤
解
、
失

考
で
あ
ろ
う
。
な
お
法
務
は
諸
大
寺
の
庶
務
を
総
理
す
る
僧
の
職
名
で
あ
る
。

　
　
　
（
四
）

　

次
に
、
直
文
と
記
名
の
な
い
、
無
記
名
注
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
本
書
に

書
き
込
ま
れ
た
無
記
名
注
、
三
○
二
項
目
を
、
そ
の
内
容
別
に
分
類
し
た
数
値

を
掲
げ
る（

９
）。

（
一
）　

解
説　
　
　
　

九
八

（
二
）　

語
釈　
　
　
　

五
一

（
三
）　

人
名　
　
　
　

四
四

（
四
）　

解
釈　
　
　
　

三
三

（
五
）　

本
文
補
正　
　

二
九

（
六
）　

語
補
充　
　
　

二
五

（
七
）　

漢
字
充
当　
　

二
○

（
八
）　

主
語
指
摘　
　

一
三

（
九
）　

誤
謬
指
摘　
　
　

九

（
十
）　

そ
の
他　
　
　

二
二

　
（
一
）
解
説
は
『
紫
式
部
日
記
』
の
文
章
を
解
説
し
た
も
の
で
、
本
文
解
釈

の
よ
う
な
主
観
は
入
ら
な
い
。

か
ら
は
し
ど
も
を　
渡
殿
に
か
ゝ
れ
り
。

　

唐
橋
は
土
御
門
殿
の
寝
殿
と
対
を
結
ぶ
渡
り
廊
下
に
掛
っ
て
い
る
橋
で
あ
る

と
い
う
注
記
で
あ
り
、
土
御
門
殿
の
構
造
の
解
説
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
解
説
に
属
す
る
注
記
の
中
に
は
、
装
束
そ
の
他
、
有
職
に
関
す
る

注
記
が
比
較
的
多
く
目
に
付
く
。

は
ぎ
し
を
ん
い
ろ
〳
〵
の
き
ぬ
に　
萩
色
は
表
は
蘇
芳
に
し
て
、
裏
は
青

色
な
り
。
紫
苑
は
下
着
。
表
は
薄
色
、
裏
は
青
な
り
。

　

寛
弘
五
年
八
月
二
十
六
日
の
土
御
門
殿
に
お
け
る
薫
物
合
の
日
の
女
房
た
ち



九
五

架
蔵
落
合
直
文
書
入
『
紫
式
部
日
記
傍
註
』
に
関
す
る
考
察

の
装
束
の
襲
の
色
目
に
関
す
る
注
記
で
あ
る
。
こ
う
し
た
装
束
を
中
心
に
、
有

職
関
係
の
解
説
が
五
八
項
目
に
み
ら
れ
る
。

　
（
二
）
語
釈
は
簡
明
な
も
の
が
多
い
。

う
る
は
し
く
し
て　
厳
格
の
意
也
。

　

辞
書
的
な
ご
く
簡
明
な
注
記
で
あ
る
。
語
義
の
解
説
は
教
場
に
お
け
る
講
義

の
基
本
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

　

語
釈
の
中
に
は
か
な
り
俗
語
を
交
え
た
注
記
も
目
に
付
く
。

お
も
な
く　
鉄
面
皮
也
。

　

中
宮
産
後
、
作
者
が
里
居
し
て
い
た
折
、
周
囲
の
女
房
た
ち
が
ど
れ
ほ
ど
自

分
を
軽
蔑
し
て
い
る
だ
ろ
か
と
自
省
し
て
い
る
言
で
あ
る
。

　
（
三
）
人
名
は
『
紫
式
部
日
記
』
本
文
に
官
職
名
な
ど
で
記
さ
れ
た
人
物
を

特
定
す
る
注
記
で
あ
る
。

侍
従
の
宰
相　
実
成
。

　
『
紫
式
部
日
記
』
本
文
に
お
い
て
、
十
一
月
十
七
日
、
産
後
の
中
宮
彰
子
が

内
裏
で
あ
る
一
条
院
に
帰
着
し
た
際
、
細
殿
の
三
の
口
に
臥
す
紫
式
部
に
言
葉

を
掛
け
た
殿
上
人
の
一
人
、
侍
従
の
宰
相
が
内
大
臣
藤
原
公
季
の
長
男
、
従
三

位
参
議
で
中
宮
権
亮
・
右
近
衛
中
将
・
侍
従
を
兼
任
し
た
藤
原
実
成
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
た
注
記
で
あ
る
。

　
（
四
）
解
釈
は
語
釈
が
一
単
語
の
解
に
と
ど
ま
る
の
に
対
し
て
、
広
く
文
意

全
般
に
関
わ
る
注
記
で
あ
る
。

い
か
に
や
い
か
に
と
ば
か
り　
将
来
を
気
づ
か
ふ
こ
と
也
。

　

寛
弘
五
年
冬
の
里
居
に
際
し
て
の
述
懐
の
一
節
で
あ
る
。作
者
紫
式
部
は『
拾

遺
和
歌
集
』
の
「
世
の
中
を
か
く
言
ひ
言
ひ
て
果
て
果
て
は
い
か
に
や
い
か
に

な
ら
む
と
す
ら
む
」
詠
を
引
い
て
、
自
身
の
将
来
を
案
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
（
五
）
本
文
補
正
は
『
紫
式
部
日
記
』
の
本
文
を
改
め
た
方
が
文
意
が
通
じ

や
す
い
と
す
る
注
記
で
あ
る
。

お
も
ひ
て
ゐ
た
る
に　
い
で
。

　

十
一
月
二
十
一
日
、
御
前
に
お
け
る
五
節
舞
姫
の
試
み
に
際
し
て
、
作
者
が

気
分
が
重
い
の
で
、
し
ば
ら
く
休
息
し
て
か
ら
参
上
し
よ
う
と
思
っ
て
座
っ
て

い
た
と
す
る
個
所
の
注
記
で
あ
る
。
こ
の
注
記
で
は
「
思
ひ
て
居
た
る
に
」
と

あ
る
『
紫
式
部
日
記
』
本
文
よ
り
も
、「
思
ひ
て
出
で
た
る
に
」
と
改
め
た
方

が
よ
い
と
す
る
。
こ
の
注
記
に
従
え
ば
、
作
者
は
五
節
舞
姫
の
試
み
拝
見
の
た

め
に
歩
き
出
し
て
後
、
道
長
と
出
会
っ
て
、
道
長
か
ら
早
く
参
上
す
る
よ
う
に

と
急
き
立
て
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　
（
六
）
語
補
充
は
『
紫
式
部
日
記
』
の
本
文
に
敬
語
や
助
詞
を
補
え
ば
理
解

し
す
く
な
る
こ
と
を
指
摘
し
た
注
記
で
あ
る
。

と
し
の
ほ
ど
よ
り　
御
。

　

道
長
の
息
、
頼
通
に
つ
い
て
、『
紫
式
部
日
記
』
本
文
で
は
「
年
齢
よ
り
は

大
人
っ
ぽ
く
奥
ゆ
か
し
い
様
子
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
個
所
で
あ
る
が
、
こ

の
注
記
で
は
頼
通
に
対
す
る
敬
意
を
込
め
て
、「
御
年
の
程
よ
り
は
」
と
し
て

解
し
た
方
が
よ
い
と
指
摘
し
て
い
る
。

宰
相
の
君　
の
。
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『
紫
式
部
日
記
』
本
文
に
は
、古
文
の
通
例
に
従
っ
て
、主
格
の
格
助
詞
「
の
」

が
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
こ
こ
は
「
の
」
を
補
っ
て
「
宰
相
の
君
の
」
と
し
た

方
が
文
意
を
取
り
や
す
い
と
し
て
い
る
。

　
（
七
）
漢
字
充
当
は
本
文
の
平
仮
名
に
漢
字
を
充
て
る
も
の
で
、
最
も
素
朴

な
形
式
の
語
釈
と
い
え
よ
う
。

か
い
ふ
を
お
り
て　
海
賦
。

　

若
宮
の
御
湯
殿
の
儀
に
伺
候
し
た
宮
の
内
侍
の
裳
の
柄
の「
か
い
ふ
」は「
海

賦
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
注
記
で
あ
る
。
海
賦
は
大
き
な
波
の
線
に
貝
や

海
藻
な
ど
を
あ
し
ら
っ
た
模
様
で
あ
る
。

　
（
八
）
主
語
指
摘
も
作
品
の
理
解
に
は
欠
か
せ
ま
い
。

あ
そ
び
給
ふ　
道
長
が
。

　

寛
弘
五
年
八
月
二
十
余
日
、
殿
上
人
や
里
居
の
女
房
た
ち
が
土
御
門
殿
に
参

上
し
た
折
の
管
弦
の
催
し
に
際
し
て
、
道
長
も
演
奏
に
加
わ
っ
た
こ
と
を
明
示

す
る
注
記
で
あ
る
。

　
（
九
）
誤
謬
指
摘
は
壺
井
義
知
の
『
紫
式
部
日
記
傍
註
』
に
付
さ
れ
た
注
記

の
誤
謬
を
指
摘
し
た
注
記
で
あ
る
。

侍行

成

卿

従
宰
相
に　
実
。

　
『
紫
式
部
日
記
傍
註
』
は
『
紫
式
部
日
記
』
本
文
の
「
侍
従
宰
相
」
の
傍
注

と
し
て
藤
原
行
成
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
本
書
の
無
記
名
の
書
入
注
は
侍
従
宰

相
は
藤
原
行
成
で
は
な
く
て
実
成
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
（
十
）
そ
の
他
の
注
記
は
『
紫
式
部
日
記
』
中
の
和
歌
が
勅
撰
和
歌
集
に
採

ら
れ
て
い
る
場
合
の
歌
集
名
を
指
摘
し
た
集
付
や
『
紫
式
部
日
記
』
の
諸
本
の

本
文
の
異
同
の
指
摘
、
会
話
の
話
者
の
明
示
、
引
歌
の
指
摘
、
漢
字
の
訓
じ
方

の
指
摘
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
注
記
の
存
在
は
、
本
書
が
國
學
院
に
お
け
る
落
合
講
師
の
講
義
台

本
で
あ
る
と
い
う
推
測
に
矛
盾
し
な
い
。
作
品
の
本
文
に
適
宜
解
説
を
加
え
、

解
り
に
く
い
語
に
語
釈
を
施
し
、
難
解
な
本
文
を
解
釈
し
、
通
釈
に
必
要
な
語

を
補
充
し
本
文
を
整
え
た
り
す
る
こ
と
は
、
現
代
の
講
義
で
も
通
常
行
わ
れ
る

こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
官
職
名
な
ど
で
記
さ
れ
る
登
場
人
物
の
実
名
を
明
ら

か
に
し
た
り
、
明
治
時
代
の
学
生
に
は
不
案
内
な
装
束
、
そ
の
他
の
有
職
の
解

明
も
講
義
の
席
で
は
必
要
で
あ
ろ
う
。そ
の
他
の
項
に
分
類
し
た
主
語
の
指
摘
、

本
文
校
異
、
和
歌
の
集
付
な
ど
も
同
様
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
注
記
は

い
ず
れ
も
短
文
、
か
つ
簡
潔
で
あ
り
、
い
か
に
も
講
義
中
の
通
釈
の
過
程
に
挟

み
込
ま
れ
る
の
に
適
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
の
注
記
も
落
合
講
師
が

國
學
院
に
お
け
る
講
義
に
取
り
入
れ
た
と
し
て
も
納
得
が
ゆ
く
注
記
で
あ
る
。

落
合
の
講
義
は
口
頭
で
本
文
を
通
釈
し
つ
つ
、
解
説
や
語
釈
な
ど
を
織
り
交
ぜ

て
ゆ
く
、
比
較
的
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

次
に
、
こ
れ
ら
本
書
に
書
き
込
ま
れ
た
無
記
名
注
と
、
江
戸
時
代
に
著
さ
れ

た
先
行
注
釈
書
の
注
記
の
関
係
を
確
認
し
た
い
。
江
戸
時
代
に
編
ま
れ
た
『
紫

式
部
日
記
』
の
注
釈
書
と
し
て
は
、『
紫
式
部
日
記
傍
註
』
の
他
に
、
足
立
稲

直
原
著
・
田
中
大
秀
等
補
訂
の
『
紫
式
部
日
記
解
』（
文
政
二
年　

一
八
一
九

原
著　

天
保
六
年　

一
八
三
五
補
訂
）
や
清
水
宣
昭
『
釈
』（
天
保
五
年　

一
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八
三
四
刊
）、「
群
書
類
従
」
所
収
『
紫
式
部
日
記
』
に
付
さ
れ
た
傍
注
な
ど
が

存
す
る（

（1
（

。

　

試
み
に
、
こ
れ
ら
先
行
す
る
江
戸
時
代
に
著
さ
れ
た
『
紫
式
部
日
記
』
の
注

釈
書
の
注
記
と
本
書
の
無
記
名
注
三
四
二
項
目
を
比
較
し
て
み
る
と
、『
釈
』

と
の
一
致
が
圧
倒
的
に
多
く
、
一
四
八
項
目
を
数
え
る
。
次
い
で
『
解
』
と
の

一
致
が
六
二
項
目
、『
群
』
と
の
一
致
が
二
三
項
目
で
あ
る
。

　
『
釈
』は
清
水
宣
昭
の
著
に
、師
の
藤
井
高
尚
が
随
所
に
意
見
を
加
え
て
い
る
。

宣
昭
は
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）、
名
古
屋
の
生
鯖
問
屋
に
生
ま
れ
た
。
本
居

春
庭
、
藤
井
高
尚
に
学
ん
だ
。
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
没
し
た
。

　

本
書
に
書
き
込
ま
れ
た
無
記
名
注
と
『
釈
』
が
一
致
す
る
例
を
い
く
つ
か
掲

げ
た
い
。

は
し
の
う
へ　
渡
殿
の
也
。（
無
記
名
注
）

　
　

は
し
、
渡
殿
な
ど
の
橋
な
る
べ
し
。（『
釈
』）

　

無
記
名
注
は
ご
く
短
文
の
注
記
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、『
釈
』
か
ら
の
影
響

を
明
確
に
示
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
一
四
八
項
目
も
の
多
数
が
一
致
、
あ

る
い
は
類
似
し
て
い
る
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
も
注
記

の
内
容
は
一
致
し
て
い
る
。
当
該
個
所
、『
紫
式
部
日
記
解
』
や
群
書
類
従
本

傍
注
に
は
存
在
し
な
い
。

お
も
ひ
な
し
に
い
ま
め
か
し
く
心
こ
と
な
り　
内
大
臣
の
子
。
弘
徽
殿
の

女
御
の
御
兄
な
れ
ば
な
ら
む
。（
無
記
名
注
）

お
も
ひ
な
し
は
、
こ
の
君
、
内
大
臣
の
御
子
に
て
、
弘
徽
殿
の
女
御
の
、

御
せ
う
と
な
ど
に
、
お
は
し
ま
す
故
に
や
あ
ら
ん
。（『
釈
』）

　

藤
原
実
成
が
参
ら
せ
た
五
節
舞
姫
の
か
し
づ
き
の
女
房
の
様
子
に
関
す
る
注

記
で
あ
る
。
当
該
個
所
に
、
実
成
が
内
大
臣
の
子
で
あ
り
、
弘
徽
殿
の
女
御
の

兄
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
の
は
『
釈
』
の
み
で
あ
り
、『
解
』
や
『
群
』

に
は
存
在
し
な
い
。
本
書
に
書
き
込
ま
れ
た
無
記
名
の
注
記
と
『
釈
』
は
文
言

ま
で
極
め
て
類
似
し
て
い
る
。

い
ま
と
せ
さ
せ
給
ふ
ほ
ど　
あ
と
の
略
に
て
、
後
産
の
こ
と
也
。（
無
記

名
注
）

い
ま
と
せ
さ
せ
は
、
上
に
、
の
ち
の
こ
と
ま
だ
し
き
に
と
あ
る
首
尾
に
て
、

胞
衣
の
お
る
ゝ
な
り
。（『
解
』）

　

両
書
の
文
言
は
一
致
し
て
は
い
な
い
が
、
結
論
と
す
る
と
こ
ろ
は
同
一
で
あ

る
。『
解
』『
群
』
に
は
言
及
が
な
い
。

み
の
山
う
た
ひ
て　
み
の
山
に
し
ゞ
に
お
ひ
た
る
玉
柏
と
よ
の
あ
か
り
に

あ
ふ
が
た
の
し
さ
あ
ふ
が
た
の
し
さ
（
無
記
名
注
）

蓑
山
は
、
催
馬
楽
呂
の
歌
な
り
。「
み
の
山
に
し
ゞ
に
お
ひ
た
る
玉
か
し

わ
と
よ
の
あ
か
り
に
あ
ふ
が
た
の
し
や
。
あ
ふ
が
た
の
し
や
」
と
、
う
た

ふ
な
り
。（『
釈
』）

　

無
記
名
注
同
様
に
催
馬
楽
「
蓑
山
」
の
詞
章
を
提
示
す
る
の
は
『
釈
』
だ
け

で
あ
る
。
同
様
に
、
若
宮
の
御
湯
殿
の
儀
に
際
し
て
、
藤
原
広
業
が
『
史
記
』

の
一
巻
を
読
む
件
で
、
無
記
名
注
と
『
釈
』
の
み
、『
史
記
』
五
帝
本
紀
黄
帝

の
章
の
本
文
を
提
示
し
て
い
る
。
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一
方
、
無
記
名
注
と
『
釈
』
の
見
解
が
相
違
す
る
場
合
も
、
わ
ず
か
九
例
な

が
ら
、
み
ら
れ
る
。

と
り
の
と
き
と
か　
今
の
午
後
六
七
時
也
。「
と
り
」
は
「
と
ら
」
の
あ

や
ま
り
な
ら
む
。
寅
は
午
前
四
五
時
也
。（
無
記
名
注
）

と
り
の
と
き
と
か　

こ
ゝ
は
酉
の
時
に
て
、
夕
の
御
湯
殿
な
り
。（『
釈
』）

　

若
宮
誕
生
後
の
御
湯
殿
の
儀
が
行
わ
れ
た
時
刻
に
関
す
る
注
の
で
あ
る
。
無

記
名
注
は
『
紫
式
部
日
記
傍
註
』
の
「
と
り
の
と
き
」
は
「
寅
の
時
」
の
誤
り

で
あ
る
と
指
摘
す
る
が
、『
釈
』
は
『
紫
式
部
日
記
傍
註
』
同
様
、
酉
の
時
の

ま
ま
で
解
し
て
い
る
。

　

無
記
名
注
が
よ
り
明
確
に
『
釈
』
を
批
判
し
て
い
る
例
を
掲
げ
る
。

こ
ゝ
し
き
さ
ま　
こ
ゝ
し
き
さ
ま
は
、
お
ほ
や
う
な
る
さ
ま
也
。
釈
に
子

子
し
き
と
か
け
る
は
、
い
か
ゞ
あ
ら
む
。（
無
記
名
注
）

　

若
宮
五
十
日
の
祝
い
の
十
一
月
一
日
、
禁
色
の
着
用
を
許
さ
れ
た
少
補
の
乳

母
の
様
子
で
あ
る
。
無
記
名
注
は
『
釈
』
の
名
を
挙
げ
て
、そ
の
「
子
子
し
き
」

と
い
う
解
釈
を
批
判
し
て
い
る
。『
釈
』
に
は
た
し
か
に
、

「
こ
ご
し
」
は
、「
子
ご
し
」
に
て
、
子
め
か
し
き
な
り
。

と
あ
る
。
無
記
名
注
が
『
釈
』
の
名
を
挙
げ
て
、「
い
か
ゞ
あ
ら
む
」
と
述
べ

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
無
記
名
注
は
明
確
に
『
釈
』
を
批
判
し
て
い
る
と
い

え
る
。

　

直
文
注
が
落
合
自
身
の
創
見
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、

無
記
名
注
は
落
合
自
身
の
考
説
か
、
他
の
人
物
の
考
説
を
書
き
入
れ
た
も
の
で

あ
る
か
は
即
断
し
得
な
い
。
し
か
し
、
無
記
名
注
も
落
合
自
身
の
書
入
れ
で
あ

る
か
ら
、
落
合
が
そ
の
内
容
を
是
と
判
断
し
た
上
で
取
り
入
れ
た
注
記
で
あ
る

と
は
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
落
合
の
判
断
を
経
た
無
記
名
注
が『
釈
』

と
多
く
一
致
す
る
こ
と
か
ら
み
て
、落
合
が
國
學
院
に
お
い
て
『
紫
式
部
日
記
』

を
講
義
す
る
際
、
主
に
参
考
と
し
た
先
行
注
釈
書
は
『
釈
』
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
落
合
は
多
く
を
『
釈
』
に
負
い
つ
つ
、
批
判
す
べ
き
と

こ
ろ
は
し
っ
か
り
と
批
判
し
て
い
る
。
一
つ
の
資
料
に
全
面
的
に
依
拠
す
る
こ

と
な
く
、
批
判
を
加
え
つ
つ
読
み
進
め
る
落
合
の
研
究
態
度
が
知
ら
れ
る
。

　
　
　
（
五
）

　

次
に
落
合
の
短
歌
の
作
品
に
お
け
る
『
紫
式
部
日
記
』
の
影
響
を
考
え
て
み

た
い
。
以
下
に
引
く
の
は
直
文
詠
の
短
歌
で
あ
る（

（1
（

。

た
だ
ひ
と
り
式
部
の
墓
に
手
向
し
て
紫
野
く
れ
ば
ほ
と
と
ぎ
す
な
く
（
明

治
三
十
三
年
）

　

京
都
紫
野
の
紫
式
部
の
墓
を
訪
れ
た
折
の
短
歌
で
あ
る
。
紫
式
部
讃
仰
の
心

か
ら
の
墓
参
で
あ
ろ
う
。

み
ち
ぬ
れ
ば
か
く
る
も
の
と
は
し
ら
ざ
ら
む
思
へ
ば
あ
は
れ
望
月
の
影

（
明
治
二
十
六
年
）

　
「
藤
原
道
長
」
の
詞
書
を
も
つ
短
歌
で
あ
る
。『
紫
式
部
日
記
』
は
栄
華
の
盛

り
の
道
長
の
素
晴
ら
し
さ
を
描
く
が
、
落
合
は
そ
の
栄
華
の
陰
り
を
念
頭
に
詠
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じ
て
い
る
。
本
来
自
省
的
で
陰
影
に
富
ん
だ
紫
式
部
の
内
面
を
汲
ん
だ
か
の
よ

う
な
作
で
あ
る
。

舞
姫
が
底
に
う
つ
し
て
絵
扇
の
影
見
て
を
る
よ
加
茂
の
河
水
（
明
治
三
十

四
年
）

　

鴨
川
を
舞
台
に
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
舞
姫
は
舞
妓
で
あ
ろ
う
が
、
舞
姫
と

い
う
表
現
に
は
『
紫
式
部
日
記
』
に
描
か
れ
る
五
節
の
舞
姫
の
イ
メ
ー
ジ
も
投

影
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

か
ら
人
に
さ
さ
げ
し
鶴
も
今
日
は
ま
た
わ
が
大
君
の
千
代
よ
ば
ふ
ら
む

（
明
治
二
十
七
年
）

　

若
宮
五
十
日
の
祝
い
に
際
し
て
、
紫
式
部
が
詠
ん
だ
「
い
か
に
い
か
が
」
詠

に
対
す
る
道
長
の
返
歌
、「
あ
し
た
づ
の
よ
は
ひ
し
あ
ら
ば
君
が
代
の
千
歳
の

数
も
か
ぞ
へ
と
り
て
む
」
と
、「
鶴
」
と
「
あ
し
た
づ
」、「
大
君
」
と
「
君
が
代
」、

「
千
代
」
と
「
千
歳
」
の
対
応
が
み
ら
れ
る（

（1
（

。

こ
こ
ろ
あ
ら
ば
た
だ
ひ
と
本
の
よ
は
ひ
だ
に
君
に
を
ゆ
づ
れ
庭
の
松
原

（
明
治
二
十
八
年
）

　

若
宮
誕
生
に
先
立
つ
九
月
九
日
、
中
宮
か
ら
菊
の
着
せ
綿
を
贈
ら
れ
た
際
の

紫
式
部
の
詠
、「
菊
の
露
わ
か
ゆ
ば
か
り
に
袖
ふ
れ
て
花
の
あ
る
じ
に
千
代
は

ゆ
づ
ら
む
」
と
、「
ゆ
づ
れ
」
と
「
ゆ
づ
ら
む
」
が
対
応
し
、「
ひ
と
本
の
よ
は

ひ
」
と
「
千
代
」
は
正
反
対
の
関
係
に
な
っ
て
い
る
。

　

他
に
も
「
水
鶏
」「
扇
」「
琴
」
な
ど
、
落
合
の
短
歌
と
『
紫
式
部
日
記
』
に

み
え
る
語
や
語
句
が
一
致
す
る
例
は
多
い
。
あ
る
い
は
、

う
き
よ
を
ば
遠
く
は
な
れ
て
こ
の
夕
嵯
峨
野
の
む
し
の
こ
ゑ
を
き
か
ば
や

（
明
治
二
十
五
年
）

名
も
し
れ
ぬ
ち
ひ
さ
き
星
を
た
づ
ね
ゆ
き
て
住
ま
ば
や
と
思
ふ
夜
半
も
あ

り
け
り
（
明
治
三
十
三
年
）

な
ど
は
、
語
句
の
一
致
以
上
に
、
宮
仕
え
に
お
け
る
女
房
間
の
人
間
関
係
に
苦

し
ん
で
し
ば
し
ば
里
居
し
、
孤
独
な
境
地
を
求
め
た
紫
式
部
の
内
面
と
響
き
合

う
も
の
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

明
治
期
に
お
け
る
短
歌
の
革
新
運
動
の
中
で
、
落
合
に
は
し
ば
し
ば
次
の
よ

う
な
評
価
が
下
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

た
と
え
ば
、
直
文
は
歌
人
と
し
て
は
折
衷
派
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

旧
派
と
新
派
を
う
ま
く
折
り
合
わ
せ
た
だ
け
の
も
の
で
あ
る
。
な
ま
ぬ
る

く
て
個
性
が
な
い
ー
い
わ
ば
微
温
的
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
多
く

の
人
か
ら
い
わ
れ
、
そ
れ
が
ほ
と
ん
ど
定
説
に
な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も

い
い
位
で
あ
る
。

　
「
微
温
的
」
と
い
う
評
価
は
落
合
の
短
歌
革
新
運
動
に
は
常
に
付
き
纏
っ
て

い
る
。
落
合
の
こ
う
し
た
態
度
は
、
あ
る
い
は
内
省
的
・
自
省
的
な
『
紫
式
部

日
記
』
に
拠
っ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
落
合
が
詳
細
な
注
を
付
す
ほ
ど
に

『
紫
式
部
日
記
』
を
読
み
こ
な
し
、
作
歌
の
講
義
に
ま
で
採
用
し
た
の
だ
と
す

る
と
、
落
合
と
『
紫
式
部
日
記
』
の
深
い
関
わ
り
合
い
が
看
取
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。

　

明
治
期
に
お
け
る
短
歌
革
新
運
動
の
旗
手
と
し
て
知
ら
れ
る
正
岡
子
規
は
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『
万
葉
集
』
か
ら
写
生
を
学
び
、
与
謝
野
晶
子
は
『
源
氏
物
語
』
を
初
め
て
現

代
語
訳
し
て
情
熱
の
歌
人
と
し
て
知
ら
れ
た
。
子
規
や
晶
子
の
短
歌
革
新
運
動

の
姿
勢
は
、
各
々
、
ア
ラ
ラ
ギ
派
・
明
星
派
の
歌
人
た
ち
に
受
け
継
が
れ
、
大

き
な
う
ね
り
と
な
っ
て
明
治
期
の
短
歌
界
を
席
巻
し
て
ゆ
く
。
こ
れ
に
対
し
、

落
合
の
場
合
は
こ
と
さ
ら
内
省
的
・
自
省
的
な
『
紫
式
部
日
記
』
に
拠
る
こ
と

に
よ
っ
て
、一
般
に
「
微
温
的
な
」
と
称
さ
れ
る
彼
の
運
動
の
方
向
性
が
定
ま
っ

た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
ど
の
古
典
作
品
と
主
体
的
に
関
わ
る
か

と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
現
代
の
創
作
の
方
向
性
も
決
し
て
ゆ
く
傾
向
が
存

す
る
こ
と
は
指
摘
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
１
）
國
學
院
大
學
校
史
資
料
課
編
、
平
成
六
年
、
國
學
院
大
學
発
行
。

（
２
）
な
お
明
治
三
十
年
に
は
落
合
は
他
に
一
年
級
の
文
法
と
作
歌
、
二
年
級

の
作
歌
（
随
意
科
）
を
担
当
し
て
い
る
。

（
３
）
注
（
１
）
に
同
じ
。

（
４
）
以
下
、
直
文
の
署
名
の
あ
る
注
記
を
直
文
注
、
無
記
名
の
注
記
を
無
記

名
注
と
略
す
。

（
５
）
以
下
、
諸
資
料
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
通
行
の
字
体
の
使
用
を
原
則
と

す
る
。
句
読
点
・「　

」
な
ど
は
私
に
付
し
た
。
な
お
注
が
施
さ
れ
た
『
紫

式
部
日
記
』
の
本
文
は
書
入
注
の
部
分
と
区
別
す
る
た
め
に
ゴ
チ
ッ
ク

体
で
掲
出
し
た
。

（
６
）
た
と
え
ば
「
文
章
の
誤
謬
」「
文
疵
を
正
す
」
な
ど
。
共
に
落
合
秀
男
編

『
落
合
直
文
著
作
集
Ⅰ
』（
平
成
三
年　

明
治
書
院
）
所
収
。

（
７
）
萩
谷
朴
『
紫
式
部
日
記
全
註
釈
』（
昭
和
四
十
六
年　

角
川
書
店
）、
山

本
利
達
『
新
潮
日
本
古
典
集
成　

紫
式
部
日
記　

紫
式
部
集
』（
昭
和
五

十
五
年　

新
潮
社
）
な
ど
。

（
８
）
以
下
、『
紫
式
部
日
記
釈
』
は
『
釈
』
と
略
す
。
引
用
は
折
口
信
夫
編
「
國

文
學
註
釋
叢
書　

六
」（
昭
和
四
年　

名
著
刊
行
會
）
に
よ
る
。

（
９
）
注
記
一
項
目
の
中
に
漢
字
充
当
と
語
釈
、
主
語
の
指
摘
と
解
釈
な
ど
、

複
数
の
内
容
が
混
在
し
て
い
る
場
合
も
多
い
の
で
、
内
容
分
類
の
総
数

は
無
記
名
注
の
総
数
三
○
二
を
超
え
て
い
る
。

（
10
）
以
下
、『
紫
式
部
日
記
解
』
は
『
解
』、群
書
類
従
本
傍
注
は
『
群
』
と
略
す
。

（
11
）
落
合
の
短
歌
は
伊
藤
文
隆
『
定
本
落
合
直
文
綜
合
歌
集
―
現
代
短
歌
の

源
流
を
旅
す
る
ー
』（
令
和
三
年　

秋
田
文
化
出
版
）
に
よ
る
。
短
歌
に

は
（　

）
内
に
発
表
年
度
を
記
し
た
。

（
12
）『
紫
式
部
日
記
』
の
引
用
は
注
７
「
日
本
古
典
集
成
」
に
よ
る
。

（
13
）
前
田
透
『
落
合
直
文
―
近
代
短
歌
の
黎
明
―
』（
昭
和
六
十
年　

明
治

書
院
）
に
よ
る
。
な
お
前
田
は
こ
う
し
た
一
般
的
な
落
合
評
を
紹
介
し

た
上
で
、
反
論
を
加
え
て
い
る
。




